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１．背景 
下水汚泥は年間 7500 万トン、食品廃棄物は年間 2000 万トン、畜産廃棄物は年間 8700


















黒ボク土を 2 mm のふるいで篩った後、風乾して用いた（写真１）。鶏糞は粉砕機で粉砕
して用いた（写真 2）。鶏糞の pH と元素含量を表 1 に示した。pH は 8.20、窒素含量が 34.00 
g/kg、リン含量が 77．00 g/kg、カリウム含量が 23.00 g/kg、カルシウム含量が 130.00 g/kg、




表 1 鶏糞の pH と元素含量 
pH N P K Ca Mg Zn















4 つの処理区を設けた（表 2）。対照区は 1 連で他
は 3 連で行った。対照区は黒ボク土 220 g のみを
ポットにつめた。化学肥料区は黒ボク土 220 g に尿
素 0.1 g 、リン酸カリウム 0.1 g 、苦土石灰 0.１ g 
を入れて混合した。鶏糞区は黒ボク土 220 g に鶏糞
を 2.2 g を入れて混合した。鶏糞＋硫黄区は黒ボ




植し、人工気象器で 34 日間栽培した（写真 3）。




後に乾物重を測り、乳鉢で粉砕した。その粉末 50 mg に、硫酸 1 mL 、過酸化水素水 0.1 
mL を加え、200℃で 30 分加熱した。冷却後、過酸化水素水を再び 0.1 mL 加え、さらに、








表 2 栽培試験区 
写真 2 粉砕機 写真 1 黒ボクをふるい
でふるっている様子 
土壌 尿素 リン酸カリウム 苦土石灰 鶏糞 硫黄
対照区 220 0.1 0.1 0.1
化学肥料区 220 0.1 0.1 0.1
鶏糞区 220 0.1 0.1 0.1 2.2







(2) 栽培後の土壌 pH 
図 2 に栽培後の土壌 pH を示した。化学肥料区は
他の区と比べると、pH が高かった。 
鶏糞＋硫黄区は鶏糞区よりも pH が低かった。
硫黄を入れたことで、pH が約 0.5 低下した。 
(3) 元素濃度 
図 3～図 8 にハツカダイコンの各種元素濃度を
示した。図 3 には窒素濃度を示したが、化学肥料区は鶏糞区、鶏糞＋硫黄区と比べて、約 2
倍濃度が高かった。図 4 にリン濃度を示した。化学肥料区は鶏糞区、鶏糞＋硫黄区と比べ
て、約 1.5 倍濃度が高かった。図 5 にカリウム濃度を示した。鶏糞区、鶏糞＋硫黄区は化学










図 6 マグネシウム濃度 図 5 カリウム濃度 図 4 リン濃度 
図 3 窒素濃度 図 2 栽培後の土壌 pH 図 1 乾燥重量 
写真 4 栽培後のハツカダイコン 
左から対照区、化学肥料区、鶏糞区、鶏
糞＋硫黄区 

















日本人のカルシウムの食事摂取基準は女性、男性ともに 650 mg であるが、男性では 496 
mg、女性では 481 mg しか摂取していない。マグネシウムにおいては食事摂取基準が男性
では 370 mg に対し 262 mg、女性では 290 mg に対し 233 mg しか摂取していない。亜鉛


















表 3 日本人の元素の摂取量と食事摂取基準（平成 24 年）（食品と開発（編集部）
平成24年摂取量 食事摂取基準 平成24年摂取量 食事摂取基準
カルシウム(mg/日) 496 650 481 650
マグネシウム(mg/日） 262 370 233 290
亜鉛(mg/日） 8.9 12 7.2 9
男性 女性
